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◆講義項目◆            ※庁内実施のご相談も承っております。担当までご連絡ください。 
 
Ⅰ 公共⼯事の意義    
 １．公共⼯事とは（定義） 
  ２．公共⼯事の歴史  
 ３．公共⼯事のしくみ       
 ４．公共⼯事の実施体制・組織 
 ５．公共⼟⽊と公共建築（⽐較） 
 
Ⅱ 公共⼯事の流れ   
 １．⽴案・計画 

２．調査・設計 
 ３．積算・発注準備 

４．⼊札・契約 
５．施⼯・完了準備 

 ６．完了検査 
 
Ⅲ 公共⼯事の監督・検査   
 １．監督・検査及び成績評定の体系 
  ２．監督・検査業務に関する関係法令 
 ３．監督職員の業務 
 ４．検査職員の業務 

 
Ⅳ ⼯事監理の進め⽅とポイント  

１．⼯事監理とは（定義） 

２．⼯事関係図書の作成・確認 
(1) 実施⼯程表 
(2) 施⼯計画書 
(3) 施⼯図ほか 
(4) ⼯事記録 
(5) 完成図など 

３．⼯事現場管理の概要    
(1) 施⼯体制 
(2) 予定技術者の配置状況 
(3) 品質管理 
(4) 施⼯中の安全確保 
(5) 交通安全管理 
(6) 災害時の安全確保 

４．建設副産物の処理 
(1) 発⽣抑制とリサイクル促進 
(2) 産業廃棄物と⼀般廃棄物 
(3) 産業廃棄物管理票（ﾏﾆｭﾌｪｽﾄ）

Ⅴ ⼯事検査と技術検査  
１．検査の種類と⽬的 
２．技術検査の概要 
３．⼯事検査の概要 

 
Ⅵ ⼯事の成績評定  

１．導⼊経緯と考え⽅ 
２．評定の⽅法 
３．評定項⽬と実施要領 
４．⼯事成績評定表のまとめ⽅
５．評定結果の取扱い 

 
Ⅶ これからの⼯事監理  

１．公共⼯事の現状と課題 
２．総合的な⼯事監理の必要性
３．これからの⼯事監理の進め⽅

    －できることから始めよう－ 

【講師紹介】 技術士 建設部門（都市及び地方計画）、総合技術監理部門（建設） 西本 和正 氏 
 

昭和 53 年 4月 大津市役所入職。下水道建設課、市街地開発課、都市計画課計画係長、建築指導課管理係長、開発調整
課指導係長、企画調整課参事、都市景観課課長、都市計画部管理監兼開発調整課長、企業局次長（下水道部担当）等を
歴任。平成 24 年 4 月大津市監査委員事務局書記（工事監査総括）。平成 29年 3 月退職。  
【資格等】技術士 建設部門（都市及び地方計画）、総合技術監理部門（建設）、一級土木施工管理技士、下水道技術検定

（第１種）、測量士補 他。  
【所属学会等】 土木学会、日本都市計画学会、日本技術士会、地盤工学会関西支部 他。 
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＜ご記入（レ印）のお願い＞ 
この講座の開催情報を得た時期は、 
講座開催日の 
□半年以上前 □3ケ月～半年前 
□2 ケ月前  □1 ケ月前 
□2 週間前  □1 週間前～直前 

 
＜通信欄＞ 

※請求書の宛先についてご教示ください。（□団体名と同じ   □その他                       宛） 
・3 名様以上でお申込の場合は、別紙等に記載しあわせてお送りいただくか、複写してご利用ください。                                                         
・参加申込書にご記入いただいた情報は、以下の目的に使用させていただきます。 

①参加券や請求書の発送などの事務処理 ②セミナーなど本会事業のご案内 なお②がご不要の場合は、右□をチェックしてください。 □ 


